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要約 

「大胆に切り捨て再構成し、文字や図など多様な要素を隔てなく扱う」 

日本人すら気づくことのない、日本独自の美意識を明らかにし、この非西洋的な感性が、い

かに中国や西洋の文化を受け入れたかを詳らかにする。 

 

感想 

私がこの本を選んだのは、ゼミに入りたての時に「13 歳からのアート思考」を、伝統班

K7 の先輩から課題図書として提示され、それを読み返したことがきっかけである。 

「13 歳からのアート思考」は、アートを、アートとして楽しむための心得のようなものが

書いてあるが、それはその国に生きている人が持つ特有のものなのか？という疑問を持ち、

この本を読むに至った。 

日本人は、何かをアレンジすることに特化した国民だと聞いたことがある。そんな国民だ

から、海外からの文化を受け入れ、自分たちに適するようにアレンジし、それを美しいと感

じるに至るのだと思った。 


